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1すでに企業とのつながりがある場合はどのようなかかわりが
ありますか。（複数回答）

　「会員（賛助含む）として加入してもらっている」が３６.１％で最も多く、ついで「寄付や
寄贈」（３０.６％）、「イベント・行事等に関する支援」（１９.４％）と続いている。
　その他として、広報紙での広告、継続的な商品提供、高齢者見守り隊事業への貢献「シ
ルバーサポート店・事業所」などがある。

椛コメント

2災害時における支援・協定等について地域において企業との
つながりはありますか。

市町村社会福祉協議会関係のアンケートから（回答数　１４／２５）
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　「企業及び福祉分野の相互理解」が３７.５％で最も多く、ついで「福祉分野における意識の
醸成」（２７.５％）、「両者におけるメリット」（１７.５％）と続いている。

椛コメント

　「イベントにおけるボランティアの受け入れ」が３３.３％で最も多く、ついで「企業におけ
る研修（福祉学習）への講師派遣」（２７.８％）、「日常的なボランティアの受け入れ」（１９.４％）
と続いている。
　その他として、災害時のボランティアの受け入れなどがある。

椛コメント

0 10 20

4企業と福祉分野がつながっていく上でどんな条件整備が必要だと
思われますか。（複数回答）

3企業に対して貴施設としてどんな受け入れができますか。（複数回答）
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■ イベント・行事等に関する支援

毅当施設主催の施設と地域交流のための行事時に、ジュースやビールの寄贈や屋台の売り子
のボランティアをしていただいている。
毅毎年秋に実施しているイベント「まつり」に招待し、日頃の協力に対し感謝の意を表すと
ともに、更なる理解と協力を求める場を持っている。
毅盆踊り、各施設間の交流模擬店等に、たこやきの業者や寿司職人を呼んだり、また、企業
や地域の人達を招いて、一緒に盆踊りに参加していただいたり、寄付等協賛していただい
ている。ボランティアとしては、近隣の方々に盆踊りやお菓子作り、歌や体操等、大変お
世話になり、利用者は日々の生活を楽しく穏やかに暮らしている。
毅夏祭り（納涼祭）に、地域の会社の社員が、毎年、ボランティアで参加してくださってい
る。

■ 企業との協働事業、商品開発

毅関連会社からの依頼による試供品、商品開発等にかかわるモニターの実施（企業：介護用
品、食品等各取引会社）。

毅５/１０のオムロンデーにあたり、ご利用者と交流の場を持っている（２００５年度より実施）。

■ 企業の専門性・技術等による支援

毅薬局等の民間企業が、専門の講師を施設に派遣し、研修を実施している。
毅地域の介護タクシー会社が、ショートステイの送迎に協力してくれている。
毅企業による出張販売または訪問販売（企業側が依頼し、休憩時間などに会場を提供したケ
ース。例えば、布団、宝石類、パン、クッキーなどの販売。但し、職員対象）。

毅企業による出張販売（施設側が依頼したケース。例えば、お寿司、移動売店など）。

■ 会員（賛助含む）加入

毅法人会員（１口３,０００円以上）としてご後援をいただいている。

■ 寄付・寄贈関係

毅介護用品の業者から、福祉車輌の寄贈をいただいた。
毅バザー時の物品提供。 　　毅流通業界からの物品寄贈。

■ その他

毅布団等の販売場所の提供。 　毅介護用品の代理販売。　 毅建設業協会からの勤労奉仕。
毅シルバー人材センターより依頼があり介護員養成研修２級課程の実習生の受け入れ等。

高齢者福祉関係のアンケートから

 5すでにつながりがあることについて具体的にご記入ください。（自由記述）
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■ イベント・行事等に関する支援

毅夏祭り　毎年、８月の末に行っている夏祭りの際、出店の手伝いをしていただく。また、
出店をしていただいている。
毅Xmas会にクリスマスケーキをいただいている。
毅業務委託業者から年１回の「苑まつり」のボランティア。
毅バザー等のイベントに協賛いただいている。
毅施設で実施する催し物の運営面における協力（準備・片付けの協力・販売の支援）。
毅マラソン大会参加における伴走等の協力。
毅サッカー・劇などへの児童の招待。
毅七五三衣裳の貸付・着付・写真の奉仕。
毅市内大学にボランティア募集の要請をする程度です。
毅人形劇の招待。
毅食事会招待。
毅クリスマスプレゼント。
毅合同行事としての学園祭、レクリエーション大会において寄付をいただいたりボランティ
アとして当日ご協力いただいている。
毅ボランティアグループが定期的に支援や行事参画。

■ 企業との協働事業、商品開発

毅大学のゼミとのつながりによる、助言や商品開発。
毅ショッピングモールとのつながりによる、売り場の確保。
毅当学園では、授産事業のなかにパンと喫茶の業務を入れており、その関係で商品開発や営
業についての指導を時々受けている。
毅パン販売先として、一般の業者は受け入れてもらえないが、障害者が販売することを理解
していただき特別に地域の企業で販売させていただいている。

■ 会員（賛助含む）加入

毅後援会員に加入していただいている。
 

障害者福祉関係のアンケートから

 5すでにつながりがあることについて具体的にご記入ください。（自由記述）
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■ 寄付・寄贈関係

毅食品の寄贈を受けさせてもらっている。
毅企業（飲料会社）から、清涼飲料の寄贈を受けている。
毅授産作業における原材料の寄付（布類・繊糸類・木材等）。
毅学園祭に当たって、寄付金を受領。
毅児童の給食材料の寄贈。
毅図書の寄贈。
毅日用品の寄贈。
毅遊具の寄贈。

■ その他

毅２００３年１月より、ベニヤ会社での実習に取り組んでいる。その関係で、サンプル帳貼りの
下請けをいただく。また、自主製品で、額縁を作製しているため、多量注文の時など、裏
板（ＭＤＦ）を寸法に合わせ、注文の枚数を切っていただき寄付していただいている。
毅学園内、建物整備の協力をしていただく。
毅主に下請作業を企業から受けている。
　１００円均一商品の組立・弁当のしょうゆ（金魚型）のふたのねじどめ・ペットボトルのふた
部分の組立（ふたに内部シールをはめこむ作業）など簡単・単純作業の下請け。
毅下請け作業をもらっていたり、掃除作業（パチンコ店外回り）をしている。
毅介護保険下の福祉器械の店舗に、ヘルパー会議（当事業登録のヘルパーが参加するもの）
に、講師としてお招きする。
毅職員研修において、接遇やリスクマネジメントなど講師を依頼してレベルアップにつなげ
ている（法人全体として）。
毅就労体験実習先として２つの事業所とつながりがある。
毅陶芸品の委託販売先として民宿や旅館に依頼している。
毅新体系の施設として、現在就労継続支援Ａ型事業を実施する中、主に清掃事業を中心に地
域の企業と連携を取りながら、取り組んでいる。
毅ケーキづくり指導。

障害者福祉関係のアンケートから
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保育所関係のアンケートから

■ イベント・行事等に関する支援

毅企業の持つ施設の一部を借りて発表会等の行事を行う。

■ 企業の専門性・技術等による支援

毅音楽発表会の舞台設定、音響等をステージ会社に依頼。
毅行事等で交通整理員を警備会社に依頼。

■ 会員（賛助含む）加入

毅後援会加入（法人）。

■ 寄付・寄贈関係

毅１回のみの開催に留まっているがチャリティゴルフ大会５３人参加チャリティ分３,０００円の
会費と物品等の寄付があった。
毅植裁の寄贈。

■ その他

毅地元の小学、中学、高校より体験学習を受け入れれている。
毅地元の社会福祉協議会よりのボランティアの受け入れ。
毅商議所主催の行事（名刺交換会等）に参加。
毅日常的に近隣事業者との取引。
毅企業が主催するイベントに当園の園児たちが合唱・和太鼓・木琴演奏などで出演する。

 5すでにつながりがあることについて具体的にご記入ください。（自由記述）
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■ イベント・行事等に関する支援

毅歳末ボランティア実践において、食事サービスボランティアの作った三色餅を一人暮らし
高齢者宅に配付する際、配達と友愛訪問活動を企業の職員にお世話になった。
毅社協フェスタ等のイベント時に部分的に協力を得ている。

■ 会員（賛助含む）加入

毅市内の企業に社協会員（特別会員）をお世話になっている
毅個人事業主・企業に賛助会員に加入してもらっている。
毅法人会員として加入。
毅賛助会員として約１３０社が参加。
毅財政難のため、商工業者に依頼し、社協広報紙作成に広告掲載協力金として５,０００円（年２
回分）いただき、広告を掲載している。依頼時には１件づつ訪問し、社協とのつながりづ
くりも兼ねている。

■ 寄付・寄贈関係

毅地元の工業団地管理組合より、機会があれば篤志寄附や募金をいただいている（何らかの
活動に参画したいという思いはあるようなのですが、人的な支援はなかなか難しいという
ことなので寄附という形態になっているらしいです）。
毅赤い羽根（ハートフルベンダー）の普及と共同募金への協力。
毅福祉ふれあいまつりへの参画や援助（資金・物品等）をしてもらっている。
毅歳末たすけあい募金の納入。
毅労働組合や事業所が実施したイベント等での収益金の寄付。

市町村社会福祉協議会関係のアンケートから

 5すでにつながりがあることについて具体的にご記入ください。（自由記述）
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■ 活動等への協力・支援

毅共同募金における法人募金への協力と街頭募金の場所提供。
毅商店のレジ横に社協寄付用貯金箱を設置。
毅青年会議所発行の新聞への情報提供。
毅青年会議所の研修会での講師。
毅ライオンズクラブの活動の一環として市内の寝たきり老人にバスタオルを贈る活動。
毅配食サービス事業に対する毎週１回のパン提供。
毅高齢者見守り隊事業の一環として、高齢者を地域ぐるみで見守るため、「シルバーサポート
店（事業所）」を公募。現在２８店舗（事業所）から申し出あり。シルバーサポート店（事業
所）には、認定ステッカーを配布し貼付。

■ 企業との協働事業、商品開発

毅青年会議所と災害ボランティアセンターについて一緒に協議。

■ 企業の専門性・技術等による支援

毅２００４年の台風２３号災害の際、飲物等の救援物資の寄付をいただいたほか、資材の購入や運
搬車輌の賃借料を格安でお世話になった。

市町村社会福祉協議会関係のアンケートから
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全体のアンケートから

葛　企業、施設とも自社（施設）の維持に手いっぱいの中で社会貢献活動を進めていくこと
は厳しい状態であると思われるが、必要なことであるので、法整備などにより進めやすい
環境を整えていくことが必要であるといえる。

葛　当施設では就労に特化した種別であり、企業は障害者に対する理解、特に知的について
は低いと言わざるを得ない中で、障害者雇用を拡充させていく為にも相互理解が必要。企
業内研修の中で、障害者に対する理解をしていただくと同時に、相互で雇用拡大の仕組み
を作っていくことが重要。

葛　施設が設置されてまだ日が浅く、ボランティアの受け入れ等については今後検討してい
く課題と考えている。

葛　福祉の世界はどうしても「閉鎖的」になりがちなので、もっと社会（企業）との交流を
広げ、深めることが大切と思われる。

葛　重度の知的障害者に対する理解が重要になると考えます。こだわりが強い、奇声を発す
る、自傷・他傷行動がある、などの障害特性がある。また、作業能力に大きな個人差があ
り、一年を通じても製品化率に差が生じる。これらのことを踏まえて、継続した簡単な下
請け作業の提供がいただけるのかが課題。

葛　現在、企業との連携はしておりませんが、共同の商品開発をしていきたい。

葛　業務委託契約により、資源回収として牛乳パックの回収を行っている。

葛　地域社会で子育てをする上で、今後、企業と保育所のつながりは必要である。特に、保
育所は、国の施策（子育て対策及び支援）上、その重要性が問われ、多機能化が求められ
ている。しかし、世間一般では、保育所は何をしているのか、幼稚園とどう違うのか等、
保育所の認知度は低く、その内容は広く理解されていない。保育所だけでは子育てはでき
ない。社会が複雑になり、核家族が増えた今、親、地域社会、そして親の勤める企業が理
解しあい、一体となって取り組むものである。

6その他、ご質問やご意見等ありましたらご記入ください。（自由記述）
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　　また、今の保護者の子育て観と保育者の子育て観にズレが生じ、保育所も今の社会の早
い流れに付いて行くことが難しくなってきている。保育所も昔の子育て観や考え方から抜
け出せず、そのあり方が必ずしも今の風潮にあっていない部分も多くある。保育所もサー
ビスが求められる時代。とりわけ苦情解決や利用者の声を内容に反映させる等の分野では、
遅れている感がある。逆のことが企業に言えるかも知れない。保育所は企業から、企業は
保育所から、お互いに学ぶことが多い。

葛　現在、社協中心で実施されている職場体験学習での中学・高校生の受け入れを保育園で
実施しているが、５歳児ぐらいが参加できる見学会。又、いろんな職業の方に保育園に来
ていただき子どもたちに話していただくこともいいかと思う（消防士さんに来ていただき
防災の話は年に１回していただいている）。

葛　まず相互の理解と認識が必要。互いに条件を理解し合うまで、十分話し合った上で、何
ができるのか提案し合うことも良い。特に災害対応等も良い切り口（テーマ）かと思う。

葛　企業と社協が協働して行うような活動を既に行っている地域や企業と連携する際のモデ
ルを示してほしい。

葛　管内には、中小零細企業が殆んどで、社協との相互交流（連携）は特別にないが、今後
計画している地域福祉推進組織活動において一定の役割を担っていただくことが必要とな
る。

全体のアンケートから
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福祉と企業の連携に関する状況アンケートについて

問１　すでに企業とのつながりがある場合はどのようなかかわりがありますか。
　　　（あてはまるものすべてに○をつけて下さい。）
　　　１．イベント・行事等に関する支援
　　　２．ボランティア等の受け入れ
　　　３．企業の専門性・技術等による支援
　　　４．寄付や寄贈
　　　５．会員（賛助含む）として加入してもらっている
　　　６．企業との協働事業・商品開発など
　　　７．その他（ ）

　企業におけるＣＳＲ（企業の社会的責任）への関心が高まる中で、京都府社会福祉協
議会では、企業と福祉分野が有機的につながる機会や場作りを企画・検討しております。
　これまで本会では、福祉団体や各福祉施設の種別協議会に個別にヒアリングや懇談を
行ってきたところです。
　今後は、各福祉施設と各社会福祉協議会における個別ニーズを把握し、また既に実施
されている事例も含めて、今後の企画についてご提案を収集しその具体化・連絡調整を
図っていく予定にしております。
　趣旨ご理解の上、下記事項についてご協力いただきますようお願い申し上げます。

法 人 名

種 別
種別及び施設名

施 設 名

氏　 　 名
記入者・所属職名

所属・職名

F A X電 話 番 号

メールアドレス

問２　すでにつながりがあることについて具体的にご記入ください。
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問３　災害時における支援・協定等について地域において企業とのつながりはありますか。
　　　１．ある　　　　　　　　　　　２．ない

　　　　　　　　具体的にあればご記入ください。

問４　企業に対して貴施設としてどんな受け入れができますか。
　　　（あてはまるものすべてに○をつけて下さい。）
　　　１．企業における研修（福祉学習）への講師派遣
　　　２．社員研修などの受け入れ（現場体験学習）
　　　３．日常的なボランティアの受け入れ
　　　４．イベントにおけるボランティアの受け入れ
　　　５．企業との共同研究・開発
　　　６．出張販売（弁当・パン・クッキーなど）
　　　７．その他（ ）

問５　企業と福祉分野がつながっていく上でどんな条件整備が必要だと思われますか。
　　　（あてはまるものすべてに○をつけて下さい。）
　　　１．企業及び福祉分野の相互理解
　　　２．福祉分野における意識の醸成
　　　３．行政の支援
　　　４．コーディネートを行う団体
　　　５．両者におけるメリット
　　　６．その他（ ）

問６　その他、ご質問やご意見等ありましたらご記入ください。

― ご協力ありがとうございました ー




